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Abstract: The purpose of this study was to investigate goa1 orientations on competitive situations. In the study 1 on 
54 vocationa1 scho01 students and 70 undergraduates， itwas examined about the ease of using of Competitive 
Orientation Inventory (COI). It was found that se1f-fu1filment achievement motive and persona1 deve10pment 
competitive 出 itudeaffected performance orientation. In the study 2， 190 undergraduates answered the questionnaire 
about goa1 orientations on competitive situations. A factor ana1ysis revea1ed tlre factors for the goa1 orientation:“win 
orientationヘ“effortorientation"， and “maintenance orientation". According to the mu1tip1e liner regression ana1ysis， it
was clear1y shown that win orientation was re1巴vantto hypercompetitive attitude sca1e (HCAS)， and effort orientation 
was re1evant to achievem巴ntmotive. In an examination for goa1 orientations on comp巴titivesituations， itwas 










(Deutsch， 1949b ; Sherif， 1966) ，相手や課題に対する攻撃



































Kaczor， & G01d， 1990) ，より良い成績を取る (Vea1ey，1986， 
1988) ，自己の成長を促す (Ryc1αnan，Hammer， Kaczor， & 
G01d， 1996) ，自己目標を達成する (Gi1l& Deeter， 1988) ， 
他者に勝つ (Gill& Deeter， 1988; Vea1ey， 1986， 1988) ，競
争をする (Gill& Deeter， 1988; Smither & Houston， 1992) 











(Competitive Orientation Inventory; COI)を考案した r成
績志向」とは競争場面において勝敗よりも記録の方を重
視する志向を表わし r結果志向」とは記録よりも勝敗













































構成される r当てはまる(5)J ~ r当てはまらない(1)J 
の5件法で回答を求めた.
余裕で 僅差で 僅差で 大敗する
勝つ 勝つ 負ける (相手が余裕で勝つ)
大変良い I I I I大変良い
成績 I I I I成績
Z主み| | | l lZ2L 
12aL|||1112品
大喜悪い I I I I I~:悪い
余裕で 僅差で 僅差で 大敗する
























COI-P .460 ( 0.30 ) 






































4)競争肯定観 (6項目)太田 (2004) において使用し
た尺度をそのまま用いた.競争に対する肯定的な態度を
測定する.
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Table2 COIと他の尺度との相関係数
親和動機
平均 (SD) ポジティブ情緒的支持 社会的比較 注目
な刺Z激
過競争心競争肯定観
COI-P .441 ( 0.31 )ー.047













































































































F1 F2 F3 
C.相手よりも上にいけるようにする 924 -.119 .066 
1絶対に勝つようにする .858 .137 -.175 
a.自分が良い成績を取る 826 -.054 .035 
g;負けないようにやる 811 .057 .077 
E 一番になるつもりでやる .610 .206 .071 
h.自分ができることより少し上を目標にする 017 .863 .030 
1.後悔しないように頑張る .057 .858 -.014 
王楽しくやる ー.147 .117 ‘737 
d目相手との関係を崩さないようにする ー131 -.027 .664 
b相手の事を気にしないようにする .102 【 068 .594 
F1 F2 
F2 .456 




















第 1因子は I相手よりも上にいけるようにするJ， 
「絶対に勝つようにするjなど，相手に優越することを目
標とする 4項目がまとまったため I勝利志向」因子











ノレ>知人，友人;F (2，186) =8.77ヲPく.001)， I自分が上J(ラ




人>知人;F (2，185) =3.22， Pく.05) I自分が上J (友人>知
人，ライバノレ;F (2，187) =6.00， Pく01)に有意差が認められ
た目
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Table5 目標志向の分散分析結果
知人 友人 ライバル F値
勝利志向
対等 4.16 ( 1.51) 4.17 ( 1.45) 4.51 ( 1.21) 1.32 
相手が上 4.08( 1.44) 4.17 ( 1.29) 5.04 ( 1.52) 8.77問
自分が上 4.36 ( 1.52) 4.66 ( 1.49) 5.11 ( 1.29) 4.20 * 
F値 0.59 2.54 + 3.78 ' 
努力志向
対等 4.88 ( 1.49) 4.54 ( 1.53) 4.85 ( 1.35) 1.06 
相手が上 4.59 ( 1.56) 4.78 ( 1.32) 5.28 ( 1.41) 3.89ホ
自分が上 4.63 ( 1.50) 4.96 ( 1.34) 5.28 ( 1.41) 3.23 * 
F{直 0.68 1.42 2.01 
関係維持志向
対等 4.08 ( 1.27) 3.99 ( 1.30) 4.28 ( 1.12) 0.89 
相手が上 3.71 ( 1.25) 4.25 ( 1.19) 4.13 ( 1.35) 3.22キ
自分が上 3.86 ( 1.44) 4.64 ( 1.26) 4.07 ( 1.27) 6.00帥
F値1.24 4.35 ' 0.45 
↓ 3事
pく.10p<.05 p<.Ol p<.OOl 
Table6 目標志向性の重回帰分析結果
自己充実的競争肯定観過競争心 自尊心社会的比較 K 達成動機
勝利志向
対等 148 + .447帥*
相手が上 .121 .380紳*
自分が上 .153 + .386材*
努力志向
対等 .304仲* .098 
相手が上 .190 * 目131
自分が上 .165 + .158 + 
関係維持志向
対等 133 031 
相手が上 193 * 0ー04





























)ワ<.10 p<.05 Pく.01 p<.OOl 
能力条件では，勝利志向で「友人J(F (2， 186) =2.54， Pく 10)
に有意傾向 iライバルJ(自分が上>対等;F (2， 186) =3.78ヲ
pく.05) に有意差が認められた.関係維持志向で「友人J







上」が有意傾向の正の係数を示した (β=.158，pく.10) . 
自尊心では「自分が上」が負の係数を示した(グ=ー.154，
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